
■学習部は7月21日(金)～8月24日(木)は夏期講習期間となり、通常授業と指導曜日・時間が異なります。詳しくは夏期講習のお知らせ
　に記載しております。
■7月19日(水)・20日(木)は小・中学部の診断テスト・実力診断テストを実施します。
■7月6日(木)・11日(火)は中学部・個別指導休講日、7月26日(水)は全コース休講日です。
■8月10日(木)～8月16日(水)は全コース休講日とさせて頂きます。

カイチからの
お知らせ

中学生学年別　夏の過ごし方のポイント
中間・期末テスト、5人に1人が平均90点以上でした!!

高木 秀章（塾長）高木 秀章（塾長）

中学生学年別　夏の過ごし方のポイント

　毎日暑い日が続きますが、いかがお過ごしですか。今年度はコロナも落ち着き、3年ぶり
に日常を取り戻した感があります。学校行事も通年通り実施され一安心していますが、中
学生のみんなにとっては初めての普通の中学生活です。毎日のクラブと定期テストがあり
皆さんハードな毎日を送っていると思います。

　気になる1学期の定期テスト結果ですが、中間テストが、なんとカイチ賞(5教科
平均90点以上)が107名!塾生の20%!!!努力賞(過去1年間のベスト)が
188名(38%)、1学期期末テストがカイチ賞105名、努力賞が142名ととん
でもない成績アップを達成しました。1学期は表彰の図書カードが大放出です。皆さ
んお疲れ様です。

　期末テストが終わったばかりですが、7月21日からは夏期講習がスタートします。「えー、
せっかくの夏休みなのに・・・」と皆さんの心の声が聞こえてきそうですが、まとまった休み
中に全学年・前学期の復習をしておくことで、受験に直結する偏差値アップだけでなく、2
学期以降の学習理解が圧倒的にアップします。

　クラブ活動も夏の大会を目指して活発になる時期ですので、今回は中学生のこの夏の
過ごし方のポイントを学年ごとにお伝えしたいと思います。

　中1生はいよいよクラブ活動が本格化し、夏期講習も始まりますが体調に要注意です。
保護者の方は、子供達の体力がついてくる秋口まで、子供達の様子を注意深く見ていただ
けるようお願いします。

　個人差がありますが、多くの中1生がまだまだ小学生程度の体力で、一回りも二回りも
体格の大きい先輩達のメニューについていかなければなりません。これが、夏を超えて秋
口になると、体力が付き嘘のように、元気にクラブと勉強がこなせるようになってきますが、
夏休みが終わるまでは慎重に見てあげなくてはならない時期です。

　この時期は暑さで体力が取られ、「ご飯が食べられない」「水分の取り過ぎで、下痢が止
まらない」「ヘルペスが出る」など体調を崩してしまう生徒も少なくありません。もし、「バテ
ているな」と感じたら無理をさせないようにしてください。(塾も補習などで対応しますので
ご安心ください)

　中2生の皆さんは、この夏しっかり弱点単元の復習をしてください。学年ごとの受験出
題割合は、中1が30％、中2が30％、中3が40％と言われています。今、中学2年生の1学期
が終わったところですから中1から考えて、まだ受験に出題される40％の学習が終わった
ところです。

　「それなら、そんなに勉強しなくてもいいのでは?」と考えてしまうかもしれませんが、2学
期から始まる残り60％の学習内容は難易度が一気に上がります。現に、中2生の皆さんは、
数学の連立方程式の応用あたりから現在学習している一次関数と、すごく内容が難しく
なったと感じませんか。中2の2学期から全教科の難易度が上がります。そして、これらの内
容理解のためには、中2の1学期までの全体の40％内容の学習理解が不可欠です。

　入試においては40％。でも、これから先の60％の理解を支えるのがこの40％。基礎固
めをするのはこの夏です。ここでしっかり頑張ることで、これからの実力の付き方が変わり、
中3になった時には大きな違いとなります。「こなす」のではなく、「身に付ける」。そのような
気持ちで夏期講習に挑んでください。

　中3生の夏は受験の天王山。10月・11月の実力テストや模擬試験で私立受験校が決
定されることを考えると、残された時間は限られています。この夏、最高の成果を上げるた
めの学習のコツを書いておきます。

〈三者懇談会で目標設定を明確に〉

　7月の三者懇談会の目的は「現在の実力と目標校までのレベル差」を知ってもらうことで

す。中には、目標がはるか遠くに感じて「ぞっ」とする人もいるかもしれません。でも、そう感
じるのは目標校と自分との距離を正しく把握できたからです。まず、「志望校合格を見据え、
自分に何がどれだけ足りないか」を認識する。そして、その差を埋めるために受験勉強に取
り組む。人間は本気で取り組めば必ず変わります。先生達はそんな生徒をたくさん見てき
ました。「志望校に合格するために夏期講習をやり抜く。」まず、三者懇談会を通してその覚
悟を決めてください。

〈時間の使い方は3分割〉

　夏期講習期間中の時間の使い方は、朝3時間・昼3時間・夜3時間と1日を3分割で考え
勉強していきます。つまり、クラブのない人は講習会内容を含めて1日9時間勉強。午前中ク
ラブのある人は、朝3時間はクラブ、昼の3時間は講習会、夜は自習室で3時間勉強。このよ
うに3分割で考えることで時間を効率的に使うことができます。

〈休みを取る〉

　効果の高い学習をするために、休みを設定することが大切です。台湾の天才IT相オード
リータンはストップウォッチで時間を計り、25分働き５分休むというポロモード・テクニッ
クを使い高い集中力を維持しているそうです。この際、1日ですべきことを書き出し、その中
から「この25分はこれをする」とすべきことを明確にすると更に効果的です。

　また、1週間で日曜日は予備日として、できなかった時の埋め合わせ日とします。もし、月
～土までしっかりやり遂げられたら日曜は休み。3時間できなかったら日曜日の午前中だけ
勉強します。このように、自分で休みを設定すると、それを楽しみに頑張ることができます。
お盆など家族での予定がある場合も、それを思いっきり楽しめるように学習計画を立てて
ください。勉強する時は集中して勉強をする。遊ぶときは思いっきり遊ぶ。メリハリをつける
ことで、やる気と集中力を維持できます。

〈目標を見える所に張る〉

　目標を見える所に張ることはパワフルです。部屋の勉強机の正面、筆箱の蓋の内側など
目につくところならどこでも構いません。夏期講習では、どの教科にも「小テスト」があり合
格点が取れるまで反復しなければなりません。例えば、英単語なら夏期講習中に1枚100
問の英単語テストが10枚。計1000単語の小テストに合格しなければなりません。この時、
目標が目先の小テスト合格になってしまうと、小テスト合格と共に単語を忘れてしまうよう
な甘い勉強をしてしまいます。しかし、目標が志望校合格なら、受験の時でも覚えていられ
るように徹底して覚えます。同じ小テストでも、目的意識の違いが成果の違いを生みます。
夏勉強する一つ一つが志望校合格に繋がっている。そのような目的意識を持つためにも、
目標を目につくところに張ってみてください。

〈学校の宿題を疎かにしない〉

　夏期講習がハードで学校の夏休みの宿題を疎かになる生徒がいます。しかし、宿題は学
校の先生が学力を上げるために考えて出しています。夏休みの宿題を丁寧に学習すれば確
実に実力が付きます。しかも、その学習が9月の実力テスト対策になっているオマケつきで
す。塾の自習室に学校の宿題を持ってくるのは全く構いません。質問してくれるのもOKです。
塾の夏期講習内容と学校の宿題を精一杯やる。それだけやれば受験生としては十分です。

　以上、中学生の夏休みの過ごし方のポイントを学年別に書いてきましたが、私達も皆さ
んと一緒に、この夏を実りある悔いの残らないものにするために精一杯頑張ります。受験生
達が「夏期講習はしんどかったけど、やってよかった」そう振り返ってもらえるような講習会
にしたいと思います。

　はじめまして！今年から
関西学院大学1回生になり
ました、高木晴史です！開
智には年長の時から小学6
年までそろばん教室に通い、
小学5年から高校受験まで、
そして予備校で大学受験ま

で、本当に長い間お世話になりました。更にまた、今年から
関目教室に勤務することになりました！
　この場を借りて、皆さんにお話ししておきたいことがあ
ります。[くじけぬ心]についてです。(ドラクエの話ではあり
ません。)
　小学6年生の頃、兄が通っていた四條畷高校の文化祭
に行きました。そこで、触れた生徒達の活気、学校の雰囲
気に惹かれ、高校受験の第一志望を四條畷高校にしよう
と決めました。
　新しい環境にいると、ソワソワしてしまいますよね。中
学に入学すると、新しいことの連続で毎日が楽しかった
ことをすごく覚えています。そんな時に、悪名高い定期テ
ストがやってきました。学校の先生によく言われたあの言
葉、「トップ10校(四條畷もこのうちの一校です)に行くに
は5教科450点は要るよ」。 なるほど、じゃあ毎回450点
取れば良いじゃん、と思いました。しかし、1年の間は一度

も450点を超えることができませんでした。こんなはずで
は・・・と何度思ったことでしょうか。
　中学2年になり、中2こそは、と意気込んだ、一学期中間
テストで450点を初めて取ることが出来ました。これが自
分にとって大きな弾みになったことは間違いありませんで
した。それからは、450点以上をずっと取り続けることはで
きなくても、最悪440点代に抑えることが出来たし、460
点代を取れたこともありました。
　そうして中学3年。受験を意識せざるを得ない時期にな
りました。この時期で本当にキツかったのは、偏差値が全く
上がらなかったことでした。模試判定ではC判定が最高で、
いつもはD判定、E判定の連続でした。何度泣きそうになっ
たことか。友達に、「お前が四條畷行けるん？」と言われたこ
ともありました。本気で腹がたちました。励ましてくれる人
が多数いる反面、振るわない成績とネガティブな発言は一
層自分に重くのしかかりました。英検2級(取れば、本番英
語8割確定)を中3の12月時点で取れていない時も最高に
焦りました。私立で1ランク下のコースに回し合格になった
時は泣くほど落ち込みました。自分の苦手科目、社会歴史
は先生からアドバイスをいただき、自分で年表を1から作り
ました。「意味あるん？」と周りに言われながらもやりました。
どれだけカッコ悪くても、くじけずに足掻きました。なぜな
ら、小学6年の頃から四條畷高校に行きたいと思っていた

から。すると、英検2級は1月に合格し、社会は最高の得点
源にすることができました。そして結果、四條畷高校に合
格することができたのです。
　合格したことが分かった時、自分は今最高にカッコい
い！と思いました。どれだけキツイ状況が続いても、中学3
年間第一志望を変えることなく自分を信じ続けた結果、合
格できたから。「俺はやればできる男だ！！うぉおーー！！」
と叫びました。
　ここまで、僕の高校受験期のお話をさせていただきま
した。受験を控えている皆さんに僕からのお願いがありま
す。それは、後悔だけは絶対しない受験期を過ごすことで
す。合格することを目標としているのはみんな一緒です。で
も、結果が出てから後悔してしまう人もたくさんいます。自
分は胸を張って全力で勉強ができたと言える人がどれだ
け少ないか。もしも結果が不合格だったとしても、「これだ
け頑張っても無理なら仕方ない！」と思えるかどうか。皆
さんは、定期テストの結果が返ってきた時に反省をします
よね。この反省は次の定期テストでより良い点数を取るた
めにするものです。ですが、受験ではどれだけ反省しても、 
次はありません。どれだけカッコ悪くても、バカにされても、
思うように点数が出なくても、くじけずに最後まで頑張っ
てみてください。きっと最後に、最高にカッコいい自分に出
会えます。

　先日、中学校の課題の職業アンケートに答える場面が
ありました。その時に気づいたのですが、塾講師になりと
うとう20年程が経ってしまいました。その中でもカイチに
来て10年以上が経ち、気づけば塾講師歴の半分以上を
カイチで過ごしていることになりました。早いものです。こ
こまでやってこられたのも皆さんのお力添えのおかげです。
ありがとうございます。

　この12年程で大きくカイチも変化しました。私が入社
したころは、集団授業とアップル（現パスカルキッズ）に珠
算があるだけでした。気づけばカイチの校舎も増え、予備
校や、小学受験の万緑会に、私立中高一貫校向けのエニ
グマ、学童などができています。他にも、トーキングキッズ
や、個別、英検対策講座などもできました。学びの場とし
てのカイチも大きく成長しているように思います。

　カイチでの仕事は、授業や、面談などの教室運営だけ
ではありません。皆様の目には見えづらいですが、様々な
プロジェクトがあったり、各個人に任されている仕事が
あったりします。今の私では教室運営をする傍ら、人材育
成の手助けをしたり、英語のカリキュラムを担当したりす
ることなどです。

　人材育成の面では、特に意識しているのが、「自主的

に動ける人材の育
成」です。マニュア
ル通りの仕事にな
ると、臨機応変の
動きや、仕事への
面白さが半減して
しまいます。そうな
らないように、私の
想いや、考えを先生に伝えることを意識して指導し、仕事
を楽しめるような環境づくりを重視して教室運営を行っ
ています。

　このように様々なコンテンツに関与することで、私自身
も大きく成長してきているように思います。一つの物事を
達成する為には、目標を持ち、その道筋を考え実行するこ
とが大事です。一人で達成できなさそうな時には、誰かに
助けを求めることもあります。この会社では、困ったときに
はお互いを助け合う風土があるので、本当に助かってい
ます。

　時代が変化すれば求められているものも変化し、それ
に対応する力が求められる・・・　これは世の中の動きも
同様なので、これからの時代を生き抜いていく子供達に

は、様々な対応力を今の内からしっかりと養っていただき
たいなと思っています。

　10年といえば、非常勤で働いてくれている先生も、カ
イチ歴は10年以上の先生が今津教室に在籍しています。
カイチ歴14年 入江先生・嶋先生・カイチ歴13年 山﨑
先生がいます。生徒から先生へ。教わる側も教える側も
経験し、人に教えることにより、さらに自分の行動の責任
感を高めることができているように思います。ここで培っ
た力は就職するころには大きな力となり、就職先で即戦
力級の力を発揮できるようになります。各教室にもこうし
て歴の長い先生達はたくさんいます。少し時間のある時
にでも、各先生のカイチとの関わりを聞き、耳を傾けてみ
るのも面白いかもしれません。

　塾講師になりたての頃、「教育は生き物」と聞いたこと
があります。日々成長し、変化するものだから、教える側
も成長しないと対応できなくなる。それと同じように、カ
イチも成長し、時代に合わせた指導を行えるように日々
成長しております。なんとなく毎日過ごしていると時代に
取り残されることもあるので、アンテナを張り、日々成長
できるようにこれからも頑張っていきたいと考えています。

中間・期末テスト共に450点以上が100人以上!!

▲指導の研修中

▲テストに向けて必死に
　頑張っています

▼定期テスト前日の
　緊張感

先生紹介 【今福教室】
城東区今福西 2-9-20 
TEL.06-6934-4662
【諸口教室】
鶴見区諸口4-14-9-1F 
TEL.06-6912-3984
【今津教室】
鶴見区今津南1-6-2-1F 
TEL.06-6167-9722
【高殿教室】
城東区成育5-22-10-2F 
TEL.06-6786-1008
【エニグマ】
中央区谷町 9-4-5-3F 
TEL.06-6777-1563

【今福第２教室】
城東区今福西 2-16-8 
TEL.06-6931-2000
【関目教室】
城東区関目4-6-17-2F・3F 
TEL.06-6934-8117
【古市教室】
城東区古市 3-21-8 
TEL.06-6931-0467
【カイチ予備校】
城東区今福西1-10-17
TEL.06-6935-2220
【万緑会】
天王寺区上本町6-9-10-3F 
TEL.06-6772-5011

【本　部】
城東区今福西2－1－8モデラートWASHIMI 201 
TEL.06-6939-0008

生徒と保護者と先生の共育ニュースレター
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成長する場としてのカイチ。気づけばもうすぐ１２年在籍しています。

イイ話ちょっと
熊谷の

熊谷 周作（今津教室）

くじけている場合じゃない 高木 晴史（関目教室）
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▲社員に指名された先輩チューターが個別指導研修を担当中

▲予備校KAIZENプロジェクト、
　絶賛稼働中！

▲先輩も後輩も和気あいあいとした雰囲気で働いてます♪

▲TKのレッスンは楽しく学べる遊びがたくさん！

▲TKサマーキャンプ。大阪府少年自然の家まで行きます!

▲キャンプではクラフト（工作）も行います！

▲今年はどんな実験になるのでしょうか！？

カイチの教育

TKの夏3本立て！

近久　賢治 （高殿教室）

アクティビティの結果次第でドルカードをゲットし
ていきます。競い合ってドルが貯まっていくのを楽
しみながら英語も習得していきます。

　英語で上手く表現できない、という子のために
「サマーキャンプエクスプレッション」という冊子を
お配りします。「お風呂Eng l i s h」や「ヨガ
English」、「ランチEnglish」など様々な場面で、必
然的に使う英語を、１日の始まりにレクチャーし、
その場面で使えるようにしていきます。「英語で話
さないと先生達は何もしてくれない！何とか英語
で伝えないと！」という状況の中で子供達に英語
で意思疎通できた時の喜びを感じてほしいと思い
ます。
　そして7月25日（火）から8月末まで「サマーレッ
スン」を行います。全４回で、３回の授業と最終週

は理科実験を行います。実験は普段TKの授業を
受けている方ももちろん参加できますので、奮って
ご参加ください。
　毎年本格的な理科実験を行っていますので、飛
び出す単語も「acidic（酸性）」「air pressure（気
圧）」や「carbon dioxide（二酸化炭素）」「baking 
soda（重曹）」などの科学的なものや、「expand
（膨らむ）」「foam（泡）」など実験などで使われる
ものが多いです。難しい単語もたびたび日本人の
先生が入り、その都度説明してくれるので安心で
す。実験の内容は事前にTKの会議で安全性だっ
たり、見た目の楽しさだったりを試行錯誤しなが
らチェックしています。今年の実験も楽しいものば
かりですので是非楽しんでいただければ幸いで
す。

　TKチームでは英検はもちろんのこと、以上のよ
うな「楽しみながら英語を身につける」には何をす
れば良いかを日々考えております。英検合格は目
的には違いありませんが、あくまでも通過点です。
英語のアウトプットに抵抗がない子達をいかにし
て育てていくか、というのがこれからのチームに
とっての命題になるのではないかと感じています。
今年の夏も楽しみながら英語を学んでいきましょ
う！　

　梅雨の季節となり、不安定な空模様が続いてお
りますがいかがお過ごしでしょうか。高殿教室の
近久です。
　この記事が世に出るころにはTK（トーキング
キッズ）夏のイベントであるフリーレッスンが終盤
に差し掛かかる頃でしょうか。今年度も沢山の子
供達に参加頂き、着 と々風物詩になりつつあるな
～、としみじみ感じております。今回はそんなTKの
夏の恒例イベントを改めてご紹介します。
　まずは先述の「7月のフリーレッスン」です。全3
回の無料体験授業を各教室で行います。毎年多
数の生徒に参加頂いており、大人気のイベントと
なっております。さらに今年はフリーレッスンの最
終日には「サマーパーティー」も企画しております。
7月18日（火）～7月24日（月）の最終回のみ、クラ
ス関係なく15時50分からの1部と17時20分か
らの2部に分けてお菓子を食べながら英語のアク
ティビティを行います。ご希望のお時間があれば
事前に担当の先生にお伝えいただければと思い
ます。また、お菓子等のアレルギーなどありました
らお伝えいただくようよろしくお願いします。

　そして7月29日（土）からは実に4年ぶりとなり
ますTKサマーキャンプがあります。
　こちらのキャンプですが、１泊２日の英語漬け
キャンプとなります。キャンプ中は全てのアクティ
ビティをグループで協力してチャレンジしていきま
す。上手く英語を話すことができたり、それぞれの

教室レポート

～より良い教室をつくるための
　「努力」と「工夫」～

なチューター講師としての一歩を踏み出しました。
新しい先生も先輩の先生達も、それぞれに光る個
性や良さがあり、それを十分に発揮できるように各
自に仕事を与えられるかがこちらの腕の見せ所だ
と思っています。「教える」という点でセンスが光る
先生には集団授業を任せたり、「生徒の話を引き出
す」のが得意な先生には面談を任せてみるといった
ように、それぞれの持ち味を活かせるような仕事を
担当してもらうことで、チームとしてのパワーが何倍
にも増します。今期はこういった「適材適所」という
面を教室として特に重視しています。

 さて、2018年に開校した蒲生校ですが、丸５年を
経て今期で6年目に入りました。その間に教室を拡
張したり、自習ブースを増設したり、レイアウトを変
更したりと色々な変化がありましたが、昨年ようや
く自習室が完成し、それにともない教室のレイアウ
トもこれにてひとまず完成形となりました。開校前
のテナント探しから始まり、何もないゼロのところ
から１つずつ積み上げて教室を作り上げてきた身
としては、非常に感慨深いものがあります。
　しかしそれと同時に、物理的な面での「箱」として
の教室は完成しましたが、最も肝心な「人」の面で
あったり「指導」面であったり、いわゆる「ソフト」の
面における教室としてはまだまだ発展途上です。
「いまの仕組みに無駄はないか？」「生徒に寄り添っ
た指導ができているか？」など、現状に満足すること
なく常に疑問を抱き続けられるかが重要だと思っ
ています。

　ただし、教室長の私だけがこうした意識を持って
いても、教室全体で成長していくことはできません。
最も重要なのは、全スタッフが教室に対して常に問
題意識を持ち続け、どうすれば教室がさらに良くな
るのかを考えることです。そのためには情報共有が
欠かせません。現状がどうなっているのかを正確に
把握できるからこそ、そこから的確に問題点を発見
することができます。
　情報共有を活性化させる一環として、今期からは
毎日の業務報告LINEを全スタッフに送る形としま
した。これにより、「出勤した・してない」に関わらず
その日の出来事や重要な情報を共有することがで
きるので、伝達の漏れを防ぐことはもちろん、各自が
よりスピーディーに対応できるようになりました。ま
た、「予備校KAIZENプロジェクト」と称して、各先生
のアイデアを活かすための取り組みも行っています。
中には「これはちょっと実現するのは難しいかな…」
というものもありますが、実現できるかできないか
はさておき、まずは
枠を取っ払って自由
な思考でどんどんア
イデアを出してもら
うことが大切だと
思っています。
　今後もこういった
改善を重ねながら、
より良い教室をつ
くっていけるように
日々の「努力」と「工
夫」を続けていきた
いと思います。

　こんにちは、カイチ予備校蒲生校の教室長の熊
谷です。Growingの記事を担当するのは実に1年3
カ月振りとなります。今回はこの1年で教室が変化
した点について触れながら、現在の様子についてお
伝えしたいと思います。
　まずはなんといっても、この春に諸口校が開校し
たことが最大の変化として挙げられます。約20坪な
のでそこまで広い教室ではないですが、授業の教室
と自習室を備えており、諸口エリアの高校生にとっ
て非常に心強い存在となっています。私自身は普段
は諸口校に教えに行くことはないのですが、3月の
春期講習では2日間授業を担当させてもらいました。
完成したばかりの真新しい教室で授業を行うのは
非常に新鮮でしたし、何かこう気が引き締まる思い
でした。もしかしたら今後も講習など短期間で授業
をしに行く機会があるかもしれないので、密かに楽
しみにしています。
　諸口校では蒲生校に通ってくれていた卒業生達
が新戦力として働いてくれています。高3の当時は毎
日のように自習室に通い、最後のチャイムが鳴るま
で、時にはチャイムが鳴ってもまだしばらく残って勉
強を続けるくらい頑張っていました。そんな彼らが
今度はチューター講師として生徒に教える立場で
頑張ってくれており、諸口校の髙木教室長から彼ら
の活躍している様子を聞くたびにとても嬉しく思い
ます。もし今後蒲生校と諸口校の間で先生同士が
行き来するようになれば、彼らと一緒に働く機会を
持つことができるかもしれないので、それも密かに
楽しみにしていることの1つです。
　卒業生が活躍しているのは諸口校だけではあり
ません。蒲生校でも、3月まで生徒として通ってくれ
ていたチューター講師達が、今度は教える立場とし
て教室に新しい風を吹き込んでくれています。彼ら
は研修を通して先輩チューターの生徒対応であっ
たり業務のやり方を見ながら覚えていくわけですが、
先輩達もまた後輩への指導を通して、自身の普段
の働き方やクオリティを見つめ直す機会を持つこと
ができるので、お互いにとってプラスとなる理想的
な場になっています。4月から始まった新しい先生
達の研修も基本的なものはひととおり終了し、正式

熊谷　真宏 （カイチ予備校蒲生校）
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